

























































襯 3 4 5 6 7







脚 3 4 5 6 7
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































k＼m 3 4 5 6 7
一1 0 4 2 32 74
0 24 48 60 240 1624
1 ＊ 72 250
2 ＊ 336 1296
　頂点の数〃2および辺の数n＝m＋kの変化に呼応して、r（G，　（m））は増加する傾向を示す。
けれども、この貧しい表から何らかの規則性を見出すことは難しい。空欄の所の値を順次確定
していく問題に加えて、r（G，（m））の振舞いに関する法則の発見は、今後の研究課題にもち越
すことになる。現時点におけるこの種の不備を御容赦いただきたい。
　本誌前号の筆者の論文［1］に引き続いて、清書の労をとっていいただいた鴨藤江利子さん
に、感謝の言葉を一言申し述べて、筆をおくことに致します。
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